
(57)【要約】

人間工学的に優れた手術用内視鏡吸入・潅注器具は、親

指で操作される潅注バルブ及び吸入バルブ（６２、６４

）と、外科医のハンドルに対する握持がゆるんだときに

、外科医の手でハンドルを支持するフック（８６）を具

えた垂直に延びるハンドル（１６）に、調節可能な角度

、好適には、ほぼ３０°で連結される内視鏡シース（１

２）を有する。本器具は、特に、洞手術に適している。
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
内 部 流 体 流 路 を 有 す る シ ー ス （ １ ２ ） と 、
手 で 握 持 可 能 な ハ ン ド ル （ １ ６ ） で あ っ て 、 該 ハ ン ド ル の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び 、 そ の 軸 方
向 が 垂 直 で あ る 場 合 、 上 端 部 と 下 端 部 を 有 す る ハ ン ド ル （ １ ６ ） と 、
前 記 ハ ン ド ル の 下 端 部 の 近 く に 設 け ら れ 、 前 記 シ ー ス の 長 手 方 向 に 対 す る 中 間 の 位 置 で 、
前 記 ハ ン ド ル を 前 記 シ ー ス に 連 結 し 、 前 記 ハ ン ド ル の 軸 方 向 に 対 し 斜 め に 前 記 シ ー ス を 保
持 す る カ ッ プ リ ン グ （ １ ４ ） と 、
手 が 前 記 ハ ン ド ル を 握 持 し て い な い 場 合 に 、 外 科 医 の 手 の 一 部 と 係 合 す る こ と で 器 具 を 支
持 す る た め の 、 前 記 ハ ン ド ル の 上 端 部 に 近 い 位 置 か ら 横 に 延 び る 突 起 （ ８ ６ ａ ） を 具 え た
、
手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
フ ッ ク （ ８ ６ ） を 有 し 、 前 記 フ ッ ク が 、 横 に 延 び る 突 出 部 で あ る 第 １ 部 分 （ ８ ６ ａ ） と 、
前 記 横 に 延 び る 突 出 部 か ら 、 前 記 ハ ン ド ル （ １ ６ ） と 間 隔 を 置 い て 並 ん で 延 び る 第 ２ 部 分
（ ８ ６ ｂ ） か ら な る 、 請 求 項 １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ハ ン ド ル の 軸 方 向 と 前 記 シ ー ス （ １ ２ ） 間 の 角 度 が 調 節 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ の 手 術
用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 ハ ン ド ル の 軸 方 向 と 前 記 シ ー ス （ １ ２ ） 間 の 角 度 が ほ ぼ ３ ０ 度 で あ る 、 請 求 項 １ の 手
術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ハ ン ド ル （ １ ６ ） が 前 記 カ ッ プ リ ン グ を 通 し て 前 記 シ ー ス の 流 体 流 路 に 連 結 さ れ た 、
手 動 で 操 作 可 能 な 流 体 用 バ ル ブ を 有 す る 、 請 求 項 １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
少 な く と も 前 記 シ ー ス （ １ ２ ） の 一 部 を 通 っ て 延 び る 内 視 鏡 シ ャ フ ト （ ２ ５ ） を 有 す る 内
視 鏡 を さ ら に 有 し 、 前 記 シ ー ス の 流 体 流 路 が 、 前 記 内 視 鏡 シ ャ フ ト を 囲 ん で い る 、 請 求 項
１ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 シ ー ス （ １ ２ ） が 液 密 フ ィ ッ テ ィ ン グ （ ３ ０ 、 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ ） に よ っ て 前 記 カ ッ プ
リ ン グ （ １ ４ ） に 脱 着 可 能 に 連 結 さ れ 、 前 記 カ ッ プ リ ン グ が 前 記 液 密 フ ィ ッ テ ィ ン グ を 通
し て 前 記 シ ー ス （ １ ２ ） と 連 結 さ れ た 内 部 流 路 （ ３ ５ ） を 有 す る 、 請 求 項 １ の 手 術 用 内 視
鏡 器 具 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 シ ー ス （ １ ２ ） が 、 軸 方 向 に 間 隔 を 置 き 、 シ ー ス の 外 側 に 形 成 さ れ た 一 対 の 円 錐 台 形
面 （ ３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） か ら な る フ ィ ッ テ ィ ン グ に よ っ て 、 前 記 カ ッ プ リ ン グ （ １ ４ ） と 脱
着 可 能 に 連 結 さ れ 、 前 記 カ ッ プ リ ン グ （ １ ４ ） が 前 記 シ ー ス と 連 結 さ れ た 内 部 流 路 （ ３ ５
） と 軸 方 向 に 間 隔 を 置 き 前 記 シ ー ス の 円 錐 台 形 面 と 液 密 に 係 合 す る シ ー ル （ ３ １ ａ 、 ３ １
ｂ ） を 有 す る 、 請 求 項 １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ハ ン ド ル （ １ ６ ） が 、 前 記 カ ッ プ リ ン グ （ １ ４ ） を 通 し て 前 記 シ ー ス の 流 体 流 路 に 連
結 さ れ た 一 対 の 流 体 用 バ ル ブ （ ６ ２ 、 ６ ４ ） を 有 し 、 前 記 ハ ン ド ル が 、 前 記 流 体 用 バ ル ブ
を そ れ ぞ れ に 作 動 さ せ る た め に 、 一 対 の 手 動 で 押 下 げ ら れ る ボ タ ン （ ６ ６ 、 ６ ８ ） を 有 し
、 前 記 ボ タ ン が ハ ン ド ル の 上 端 部 か ら 上 方 へ 突 出 す る 、 請 求 項 １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 突 起 （ ８ ６ ａ ） が 、 前 記 ハ ン ド ル （ １ ６ ） の 第 １ 側 部 か ら 延 び 、 前 記 ハ ン ド ル に は 、
そ の 下 端 部 近 く に 、 ２ つ の フ ィ ッ テ ィ ン グ （ ３ ８ 、 ４ ０ ） が 、 前 記 ハ ン ド ル の 第 ２ 及 び 第
３ 側 部 に そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 前 記 第 ２ 及 び 第 ３ 側 部 は お 互 い に 反 対 側 に あ り 、 そ れ ぞ れ 前
記 第 １ 側 部 に 隣 合 い 、 前 記 カ ッ プ リ ン グ （ １ ４ ） が 前 記 ２ つ の フ ィ ッ テ ィ ン グ の い ず れ か
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に 脱 着 可 能 に 連 結 で き る 、 請 求 項 １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 １ １ 】
基 部 内 視 鏡 受 開 口 部 （ ２ ４ ） か ら 端 部 （ ２ ０ ） ま で 延 び る 内 視 鏡 を 受 け る た め の 内 部 流 路
と 、 吸 入 管 及 び 潅 注 管 へ の 連 結 の た め の ポ ー ト （ ３ ２ ） を 有 す る 、 シ ー ス の 軸 方 向 に 沿 っ
て 延 び る 管 状 シ ー ス （ １ ２ ） と 、
手 で 握 持 可 能 な 外 面 を 有 す る ハ ン ド ル （ １ ６ ） と 、
吸 入 管 （ ８ ０ ） に 連 結 可 能 で 、 前 記 ポ ー ト と 前 記 吸 入 管 間 が 連 通 す る よ う に 開 く こ と が 可
能 な 、 前 記 ハ ン ド ル 内 の 吸 入 バ ル ブ （ ６ ４ ） と 、
潅 注 管 （ ７ ６ ） に 連 結 可 能 で 、 前 記 ポ ー ト と 前 記 潅 注 管 間 が 連 通 す る よ う に 開 く こ と が 可
能 な 、 前 記 ハ ン ド ル 内 の 潅 注 バ ル ブ （ ６ ２ ） と 、
前 記 吸 入 バ ル ブ と 前 記 潅 注 バ ル ブ を 選 択 し て 開 け る こ と が で き る 、 前 記 ハ ン ド ル 上 の 手 動
で 操 作 可 能 な 制 御 装 置 （ ６ ６ ， ６ ８ ） と 、
前 記 基 部 開 口 部 と 前 記 端 部 （ ２ ０ ） 間 の 前 記 シ ー ス の 長 手 方 向 に 沿 っ た 中 間 の 位 置 に お い
て 、 前 記 ハ ン ド ル と 前 記 シ ー ス を 一 体 に 連 結 す る カ ッ プ リ ン グ （ １ ４ ） を 具 え 、
前 記 ハ ン ド ル が 、 前 記 シ ー ス の 軸 方 向 に 対 し て 傾 斜 し た ハ ン ド ル の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び 、
前 記 ハ ン ド ル の 軸 方 向 は 、 前 記 シ ー ス 流 路 の 前 記 基 部 開 口 部 と 前 記 中 間 位 置 の 間 の 前 記 シ
ー ス の 軸 方 向 に 対 し て 鋭 角 を な す 、
手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 吸 入 バ ル ブ （ ６ ４ ） 上 の 吸 入 フ ィ ッ テ ィ ン グ （ ７ ８ ） 、 前 記 吸 入 フ ィ ッ テ ィ ン グ に 連
結 し た 吸 入 管 （ ８ ０ ） 、 前 記 潅 注 バ ル ブ （ ６ ２ ） 上 の 潅 注 フ ィ ッ テ ィ ン グ （ ７ ４ ） 、 及 び
前 記 潅 注 バ ル ブ に 連 結 し た 潅 注 管 （ ７ ６ ） を 有 し 、 前 記 吸 入 フ ィ ッ テ ィ ン グ 及 び 前 記 潅 注
フ ィ ッ テ ィ ン グ が 、 前 記 ハ ン ド ル の 軸 と 前 記 シ ー ス の 軸 に よ り 画 定 さ れ る 平 面 に 対 し て 直
角 に 延 び る 、 請 求 項 １ １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 １ ３ 】
前 記 ハ ン ド ル の 軸 方 向 と 前 記 シ ー ス （ １ ２ ） 間 の 角 度 が 調 節 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ １ の 手
術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 １ ４ 】
前 記 ハ ン ド ル の 軸 方 向 と 前 記 シ ー ス （ １ ２ ） 間 の 角 度 が 限 ら れ た 数 の 不 連 続 な 角 度 か ら 選
択 可 能 で あ る 、 請 求 項 １ １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 １ ５ 】
前 記 ハ ン ド ル の 軸 方 向 と 前 記 シ ー ス （ １ ２ ） 間 の 角 度 が ほ ぼ ３ ０ 度 で あ る 、 請 求 項 １ １ の
手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 １ ６ 】
前 記 シ ー ス （ １ ２ ） の 前 記 ポ ー ト （ ３ ２ ） が 前 記 基 部 開 口 部 （ ２ ４ ） と 前 記 シ ー ス の 内 部
流 路 の 端 部 （ ２ ０ ） の 間 の 中 間 位 置 に あ り 、 前 記 カ ッ プ リ ン グ （ １ ４ ） が 前 記 シ ー ス の 前
記 ポ ー ト に 連 結 さ れ た 内 部 流 路 （ ３ ５ ） を 有 す る 、 請 求 項 １ １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 １ ７ 】
前 記 シ ー ス （ １ ２ ） は 、 液 密 フ ィ ッ テ ィ ン グ （ ３ ０ 、 ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ ） に よ っ て 脱 着 可 能
に 前 記 カ ッ プ リ ン グ に 連 結 さ れ 、 前 記 シ ー ス の 前 記 ポ ー ト が 、 前 記 基 部 開 口 部 （ ２ ４ ） と
前 記 シ ー ス の 内 部 流 路 の 端 部 （ ２ ０ ） の 間 の 中 間 位 置 に あ り 、 前 記 カ ッ プ リ ン グ （ １ ４ ）
が 前 記 シ ー ス の 前 記 ポ ー ト に 連 結 さ れ た 内 部 流 路 （ ３ ５ ） を 有 す る 、 請 求 項 １ １ の 手 術 用
内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 １ ８ 】
前 記 シ ー ス （ １ ２ ） が 軸 方 向 に 間 隔 を 置 き 、 シ ー ス の 外 側 に 形 成 さ れ 、 前 記 基 部 開 口 部 （
２ ４ ） と 前 記 シ ー ス の 内 部 流 路 の 端 部 （ ２ ０ ） の 間 の 中 間 位 置 に あ る 一 対 の 円 錐 台 形 面 （
３ ０ ａ 、 ３ ０ ｂ ） か ら な る フ ィ ッ テ ィ ン グ に よ っ て 、 脱 着 可 能 に 前 記 カ ッ プ リ ン グ （ １ ４
） に 連 結 さ れ 、 前 記 シ ー ス の 前 記 ポ ー ト （ ３ ２ ） が 、 軸 方 向 に 間 隔 を 置 い た 円 錐 台 形 面 の
間 に 位 置 し 、 前 記 カ ッ プ リ ン グ が 、 前 記 シ ー ス の 前 記 ポ ー ト に 連 結 し た 内 部 流 路 （ ３ ５ ）
と 、 前 記 軸 方 向 に 間 隔 を 置 い た 円 錐 台 形 面 と 液 密 に 係 合 す る シ ー ル （ ３ １ ａ 、 ３ １ ｂ ） を
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有 す る 、 請 求 項 １ １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 １ ９ 】
前 記 シ ー ス （ ２ ０ ） が 前 記 カ ッ プ リ ン グ （ １ ４ ） に 脱 着 可 能 に 係 止 さ れ 、 外 さ れ る と 前 記
シ ー ス の 軸 方 向 を 中 心 に 回 転 可 能 と な る 、 請 求 項 １ １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ２ ０ 】
前 記 ハ ン ド ル （ １ ６ ） が 上 端 部 及 び 下 端 部 を 有 し 、 前 記 ハ ン ド ル 上 の 前 記 手 動 で 操 作 可 能
な 制 御 装 置 が 、 前 記 ハ ン ド ル の 上 端 部 に 位 置 し 、 そ こ か ら 上 方 に 突 出 す る 、 吸 入 バ ル ブ 及
び 潅 注 バ ル ブ （ ６ ４ 、 ６ ２ ） を そ れ ぞ れ 開 け る た め の 、 一 対 の 手 動 で 押 下 げ ら れ る ボ タ ン
（ ６ ８ 、 ６ ６ ） を 有 す る 、 請 求 項 １ １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ２ １ 】
前 記 ハ ン ド ル （ １ ６ ） は 、 上 端 部 及 び 下 端 部 を 有 し 、 前 記 ハ ン ド ル の 上 端 部 近 く の 位 置 か
ら 延 び る フ ッ ク （ ８ ６ ） を 具 え 、 前 記 フ ッ ク は 、 前 記 ハ ン ド ル の 延 長 方 向 に 対 し 横 に 延 び
る 第 １ 部 分 （ ８ ６ ａ ） と 、 前 記 横 に 延 び る 第 １ 部 分 か ら 、 前 記 ハ ン ド ル と 間 隔 を 置 い て 並
ん で 延 び る 第 ２ 部 分 （ ８ ６ ｂ ） か ら な る 、 請 求 項 １ １ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ２ ２ 】
基 部 内 視 鏡 受 開 口 部 （ ２ ４ ） か ら 端 部 （ ２ ０ ） ま で 延 び る 内 視 鏡 を 受 け る た め の 内 部 流 路
と 、 前 記 端 部 よ り 前 記 内 視 鏡 受 開 口 部 に よ り 近 く に 位 置 し 、 前 記 シ ー ス の 壁 を 通 っ て 、 前
記 シ ー ス の 内 部 流 路 と シ ー ス の 外 部 と 流 体 連 通 さ せ る 流 体 ポ ー ト （ ３ ２ ） を 有 す る 、 シ ー
ス の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び る 細 長 い 管 状 シ ー ス （ １ ２ ） と 、
手 で 握 持 可 能 な 外 面 を 有 す る ハ ン ド ル （ １ ６ ） と 、
前 記 流 体 ポ ー ト を 通 し て 前 記 シ ー ス の 内 外 に 液 体 を 運 び 、 液 密 に 前 記 流 体 ポ ー ト に 連 結 さ
れ た 流 体 流 路 （ ３ ５ ） を 有 し 、 前 記 流 体 ポ ー ト の 位 置 で 、 前 記 ハ ン ド ル を 前 記 シ ー ス に 連
結 す る フ ィ ッ テ ィ ン グ （ １ ４ ） と 、
流 体 が 流 れ る 環 状 ス ペ ー ス が 前 記 内 視 鏡 と 前 記 シ ー ス の 壁 内 面 の 間 に 設 け ら れ る よ う な 外
形 を 有 し 、 前 記 シ ー ス 内 に あ っ て 、 前 記 基 部 開 口 部 か ら 端 部 （ ２ ０ ） に は 達 し な い が 近 く
の 位 置 ま で 長 手 方 向 に 延 び る 内 視 鏡 （ ２ ５ 、 ２ ７ ） を 具 え た 、
手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ２ ３ 】
前 記 シ ー ス （ １ ２ ） の 外 側 が 卵 形 の 断 面 を 有 す る 、 請 求 項 ２ ２ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 請 求 項 ２ ４ 】
前 記 内 視 鏡 （ ２ ５ 、 ３ ７ ） が 、 そ の 端 部 に は 達 し な い が 近 い 位 置 に レ ン ズ を 有 し 、 前 記 シ
ー ス の 端 部 が 潅 注 流 体 を 前 記 内 視 鏡 の レ ン ズ 上 で 内 側 に 向 け 、 溜 ま っ た 物 質 を 洗 い 流 す よ
う に 内 方 に 湾 曲 し て い る 、 請 求 項 ２ ２ の 手 術 用 内 視 鏡 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 全 体 と し て 外 科 手 術 に 関 し 、 特 に 、 例 え ば 、 洞 手 術 （ ｓ ｉ ｎ ｕ ｓ  ｓ ｕ ｒ ｇ ｅ
ｒ ｙ ） 等 の 外 科 的 手 術 の 吸 入 ・ 潅 注 又 は そ の 両 方 に 使 用 さ れ る 器 具 の 改 良 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 背 景 技 術 】
洞 手 術 は 、 通 常 、 内 視 鏡 （ ｅ ｎ ｄ ｏ ｓ ｃ ｏ ｐ ｅ ） を 用 い て 行 わ れ る 。 内 視 鏡 は 、 患 者 の 鼻
 孔 に 挿 入 さ れ 、 外 科 医 は 内 視 鏡 に 連 結 し た ビ デ オ カ メ ラ に 連 結 し て い る モ ニ タ で 、 手 術
を 行 う 部 位 の 拡 大 図 を 見 る こ と が で き る 。 鼻 ／ 洞 手 術 は 、 狭 い 、 非 常 に 脈 管 化 し た 腔 に お
い て 行 わ れ る 。 従 っ て 、 手 術 中 、 内 視 鏡 に 、 血 液 及 び 外 科 手 術 に お け る 組 織 の 残 骸 が 甚 だ
し く 飛 び 散 る こ と が あ る 。 手 術 を 行 う 部 位 を 最 適 に 見 る こ と が で き る よ う に 、 内 視 鏡 レ ン
ズ に 、 血 液 及 び 外 科 手 術 に お け る 残 骸 が つ か な い よ う に 保 つ こ と が 重 要 で あ る 。 一 般 的 に
、 こ れ は 内 視 鏡 の レ ン ズ に 潅 注 す る （ ｉ ｒ ｒ ｉ ｇ ａ ｔ ｅ ） こ と や 、 鼻 孔 か ら 内 視 鏡 を 取 出
し 、 手 で 清 掃 す る こ と に よ り 達 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
患 者 は 、 通 常 、 全 身 麻 酔 さ れ 、 仰 向 き に さ れ る 。 内 視 鏡 は 、 鼻 孔 に 挿 入 さ れ て 、 内 視 鏡 の
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端 部 が 、 手 術 を 行 う 部 位 の 近 く に 位 置 す る よ う に 操 作 さ れ る 。 組 織 構 造 、 及 び 、 ビ デ オ カ
メ ラ ・ ヘ ッ ド 、 ケ ー ブ ル 、 光 フ ァ イ バ キ ャ リ ア 、 及 び 潅 注 管 の よ う な 付 属 品 の 外 力 に 対 す
る 、 内 視 鏡 の 位 置 を 制 御 す る た め に 、 内 視 鏡 は 、 外 科 医 が 指 グ リ ッ プ を 使 用 し て 、 通 常 操
作 さ れ る 。 こ の 内 視 鏡 の 操 作 方 法 は 、 特 に 、 よ り 長 い 外 科 的 手 術 に お い て 、 疲 労 を 惹 き 起
こ す こ と が 分 か っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
従 来 の 内 視 鏡 を 用 い た 洞 手 術 に お け る も う １ つ の 問 題 は 、 塞 が れ た 状 態 に あ る 作 業 ス ペ ー
ス で あ る 。 内 視 鏡 を 握 持 す る 一 般 的 な 方 法 で は 、 内 視 鏡 の 周 辺 の 、 他 の 器 具 の 操 作 の た め
の 作 業 ス ペ ー ス を 制 限 し て し ま う こ と が あ る 。 潅 注 管 及 び ／ 又 は 大 き な ハ ン ド ピ ー ス が 鼻
孔 へ の 入 口 周 辺 で 場 所 を と る 場 合 、 こ の 負 担 は 増 加 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
既 存 の ポ ン プ 駆 動 潅 注 （ ｉ ｒ ｒ ｉ ｇ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） シ ス テ ム は 、 足 で 操 作 す る 制 御 装 置 を 有
す る 。 電 気 外 科 器 具 や 電 動 切 断 器 具 等 の 他 の 足 で 操 作 す る 器 具 の 中 に 、 こ れ ら の 制 御 装 置
を 置 く と 、 外 科 医 は さ ま ざ ま な 制 御 を す る た め に 位 置 を 変 え な け れ ば な ら ず 、 手 術 中 の 外
科 医 の 気 を 散 ら し て し ま う 。 こ れ ら の 器 具 は 、 ま た 、 設 置 す る の が 厄 介 で あ り 、 一 般 に 、
十 分 な 流 量 及 び 流 圧 が 得 ら れ な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
本 発 明 の 目 的 は 、 上 述 し た 課 題 を 解 決 す る こ と で あ り 、 本 発 明 の 一 般 の 目 的 は 、 洞 手 術 や
潅 注 （ ｉ ｒ ｒ ｉ ｇ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ ） 及 び ／ 又 は 吸 入 （ ｓ ｕ ｃ ｔ ｉ ｏ ｎ ） が 必 要 で あ る 他 の 外 科
手  術 に 用 い ら れ る 、 人 間 工 学 的 に 優 れ た 潅 注 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 開 示 】
本 発 明 の 好 適 な 内 視 鏡 器 具 は 、 基 部 内 視 鏡 受 開 口 部 か ら 端 部 ま で 延 び る 、 内 視 鏡 を 受 け る
た め の 内 部 流 路 と 、 吸 入 管 及 び 潅 注 管 へ の 連 結 の た め の ポ ー ト を 有 し 、 シ ー ス の 軸 方 向 に
沿 っ て 延 び て い る 管 状 シ ー ス と 、 手 で 握 持 可 能 な 外 面 を 有 す る ハ ン ド ル と 、 吸 入 管 に 連 結
可 能 で 、 前 記 ポ ー ト と 吸 入 管 間 が 連 通 す る よ う に 開 く こ と が 可 能 な 、 ハ ン ド ル 内 の 吸 入 バ
ル ブ と 、 潅 注 管 に 連 結 可 能 で 、 前 記 ポ ー ト 及 び 潅 注 管 間 が 連 通 す る よ う に 開 く こ と が 可 能
な 、 ハ ン ド ル 内 の 潅 注 バ ル ブ と 、 吸 入 バ ル ブ と 潅 注 バ ル ブ を 選 択 し て 開 け る こ と が で き る
、 ハ ン ド ル 上 の 手 動 で 操 作 可 能 な 制 御 装 置 と 、 基 部 開 口 部 と 端 部 間 の シ ー ス に 長 手 方 向 に
沿 っ た 中 間 の 位 置 に お い て 、 ハ ン ド ル と シ ー ス を 一 体 に 連 結 す る カ ッ プ リ ン グ を 有 し 、 ハ
ン ド ル は ハ ン ド ル の 軸 方 向 に 沿 っ て 延 び 、 シ ー ス に 対 し 斜 め に 位 置 す る 。 カ ッ プ リ ン グ は
、 ハ ン ド ル と シ ー ス 間 の 角 度 の 調 整 が で き る こ と が 好 ま し い 。 シ ー ス は カ ッ プ リ ン グ に 脱
着 可 能 に 係 止 さ れ 、 外 さ れ る と シ ー ス の 軸 方 向 を 中 心 に 回 転 可 能 と な る 。 シ ー ス が 回 転 可
能 で あ る こ と に よ り 、 斜 視 内 視 鏡 又 は 側 視 内 視 鏡 を 適 切 な 位 置 に 配 置 さ せ る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ０ ８ 】
他 の 目 的 、 本 発 明 の 詳 細 及 び 効 果 は 、 図 面 と と も に 読 め ば 、 以 下 の 詳 細 な 説 明 か ら 明 ら か
と な る で あ ろ う 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 本 発 明 の 最 良 の 実 施 態 様 】
図 １ に 示 す よ う に 、 器 具 １ ０ は 、 細 長 い ハ ン ド ル １ ６ の 下 端 部 に 連 結 さ れ て い る カ ッ プ リ
ン グ １ ４ で 保 持 さ れ る 内 視 鏡 シ ー ス １ ２ を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
内 視 鏡 シ ー ス １ ２ は 、 端 部 ２ ０ に 開 口 部 を 具 え た 、 細 長 い 中 空 の 管 １ ８ を 有 す る 。 シ ー ス
は 、 そ の 先 端 で 、 内 視 鏡 が 挿 入 さ れ る 開 口 部 ２ ４ を 有 す る フ ィ ッ テ ィ ン グ ２ ２ を 具 え て い
る 。 こ の 器 具 で 使 用 さ れ る 内 視 鏡 は 、 典 型 的 に は 、 ア イ ピ ー ス ２ ７ 、 又 は 、 小 型 の テ レ ビ
カ メ ラ （ 図 示 せ ず 。 ） を 具 え て い る 。 ア イ ピ ー ス 又 は カ メ ラ は 、 シ ャ フ ト ２ ５ の 先 端 に 連
結 さ れ 、 そ の 内 部 に 、 器 具 が 完 全 に 組 立 て ら れ た 場 合 の 、 管 １ ８ の 端 部 ２ ０ の 位 置 に あ る
、 内 視 鏡 の 端 部 の 近 く の 手 術 を 行 う 部 位 の 拡 大 さ れ た イ メ ー ジ が 、 ア イ ピ ー ス 又 は テ レ ビ
カ メ ラ に 集 ま る よ う 構 成 し た レ ン ズ の シ ス テ ム を 具 え て い る 。 光 フ ァ イ バ キ ャ リ ア は 、 手
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術 を 行 う 部 位 を 照 ら す た め 、 通 常 、 シ ャ フ ト に 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
内 視 鏡 シ ャ フ ト ２ ５ は シ ー ス １ ２ に 嵌 め 込 ま れ 、 図 １ ０ に 示 す よ う に 、 ほ ぼ 管 の 端 部 の 開
口 部 ま で 延 び て い る 。 管 １ ８ の 内 径 は 、 内 視 鏡 シ ャ フ ト ２ ５ の 外 径 よ り 僅 か に 大 き く な っ
て お り 、 流 体 が 流 れ る 環 状 ス ペ ー ス が 設 け ら れ て い る 。 内 視 鏡 シ ャ フ ト と 管 の 端 部 の 間 の
環 状 の す き ま ２ ９ が あ る こ と に よ っ て 、 通 常 、 食 塩 水 の 潅 注 流 体 が 流 れ る こ と が で き 、 液
体 は 、 管 の 端 部 か ら 外 へ 出 て 、 血 液 及 び 残 骸 と と も に 、 吸 入 に よ っ て 、 管 に 吸 い 込 ま れ る
。 鼻 腔 は 卵 形 に 近 い の で 、 鼻 孔 内 部 で 管 に 沿 っ て 通 過 す る 他 の 外 科 用 器 具 と 管 と の 干 渉 を
最 小 化 す る た め に は 、 管 の 外 側 が 卵 形 で あ る こ と が 好 ま し い 。 端 部 ２ ０ で の 管 １ ８ の 内 部
は 、 外 科 医 の 内 視 鏡 を 通 し た 視 界 を さ え ぎ っ た り 、 光 フ ァ イ バ キ ャ リ ア に よ る 照 明 を 妨 げ
た り す る 溜 ま っ た 物 質 を 洗 い 流 す よ う に 、 潅 注 流 体 を 内 視 鏡 の 端 部 の 内 側 方 向 に 向 け る た
め 、 内 側 に 湾 曲 し て い る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
内 視 鏡 は 、 適 所 に 内 視 鏡 を シ ー ス １ ２ に 係 止 す る た め に 、 開 口 部 ２ ４ の 戻 り 止 め （ 図 示 せ
ず 。 ） と 協 働 す る 突 起 ３ １ を 有 す る 。 シ ー ス １ ２ の 先 端 近 く 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ ２ ２ の 真 下
に 、 回 転 可 能 で あ る が 、 シ ー ス に 沿 っ た 軸 方 向 の 移 動 は 抑 制 さ れ て い る ナ ッ ト ２ ６ が あ る
。 ナ ッ ト は 、 カ ッ プ リ ン グ １ ４ の ね じ ２ ８ と 係 合 可 能 で あ り 、 シ ー ス が 交 換 の た め に 取 外
さ れ る こ と を 可 能 に し て い る 。 シ ー ス は 、 カ ッ プ リ ン グ １ ４ 自 身 の 軸 方 向 を 中 心 と し て 回
転 す る こ と が で き 、 ナ ッ ト ２ ６ に よ っ て 、 所 望 の 回 転 位 置 に 係 止 さ せ る こ と が で き る 。 従
っ て 、 内 視 鏡 の 軸 方 向 に 対 し 横 側 の 部 位 を 見 る た め に 、 側 視 内 視 鏡 を 、 シ ー ス に 対 し て 、
所 望 の 角 度 に 向 け て 、 係 止 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
図 １ 、 ８ 及 び ９ に 示 す よ う に 、 ナ ッ ト の 下 で 、 上 下 の 、 軸 方 向 に 間 隔 を 置 か れ た 、 円 錐 台
形 の パ ー ツ ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ か ら な る 、 テ ー パ 付 き 要 素 ３ ０ が 、 シ ー ス に 設 け ら れ て い る 。
テ ー パ 付 き 要 素 は 、 シ ー ル と し て 用 い ら れ る Ｏ リ ン グ ３ １ ａ ， ３ １ ｂ と 、 液 密 （ ｆ ｌ ｕ ｉ
ｄ － ｔ ｉ ｇ ｈ ｔ ） に 嵌 合 す る 。 Ｏ リ ン グ は 、 カ ッ プ リ ン グ １ ４ を  通 っ て 延 び る テ ー パ 穴
３ ３ の 環 状 凹 所 に 配 置 さ れ る 。 パ ー ツ ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ 間 の シ ー ス の 狭 い 部 分 に あ る 溝 ３ ２
に よ っ て 、 シ ー ス １ ２ の 内 部 と 、 ア ダ プ タ ３ ４ を 通 っ て 延 び て い る 流 体 路 ３ ５ の 間 が 流 体
連 通 す る 。 ア ダ プ タ ３ ４ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 カ ッ プ リ ン グ の 壁 に ね じ 込 ま れ 、 内 側 に
ね じ を 切 っ た カ ラ ー ３ ６ を 具 え て お り 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ハ ン ド ル の 下 端 部 で あ る 、 ね
じ 付 フ ィ ッ テ ィ ン グ ３ ８ ， ４ ０ の う ち の 選 択 さ れ た 一 つ に 、 カ ッ プ リ ン グ １ ４ を 固 定 す る
た め に 用 い ら れ る 。 未 使 用 の ね じ 付 フ ィ ッ テ ィ ン グ は 、 キ ャ ッ プ ４ ２ に よ っ て 閉 じ ら れ る
。 図 ８ に 示 す よ う に 、 ア ダ プ タ ３ ４ は 、 一 対 の 突 起 ４ ５ を 有 す る カ ラ ー ４ ４ を 具 え て い る
。 一 対 の 突 起 ４ ５ は 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ ３ ８ の 端 面 に お い て 、 形 成 さ れ た 、 一 対 の 選 択 さ れ
た 向 か い 合 う 窪 み と 係 合 可 能 で あ る 。 こ の よ う な １ ２ 個 の 窪 み ４ ６ が 、 図 ３ の フ ィ ッ テ ィ
ン グ ４ ０ の 端 面 に 示 さ れ て い る （ フ ィ ッ テ ィ ン グ ３ ８ も 、 同 様 の 窪 み を 有 す る 。 ） 。 突 部
と 窪 み が 係 合 す る こ と に よ り 、 ハ ン ド ル １ ６ の 軸 方 向 に 対 し 、 不 連 続 な １ ２ の う ち １ つ を
選 ん だ 角 度 で 、 カ ッ プ リ ン グ を 係 止 で き る 。 本 実 施 形 態 に お い て 、 ハ ン ド ル の 縦 軸 に 対 す
る 内 視 鏡 の 角 度 は 、 １ ２ の 不 連 続 な 角 度 に 限 ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
内 視 鏡 を 極 端 に 長 く す る こ と な し に 、 鼻 腔 に 挿 入 で き る 管 の 部 分 の 長 さ を 最 大 に す る た め
に 、 テ ー パ 付 き 要 素 ３ ０ の 溝 ３ ２ は 、 管 １ ８ の 先 端 近 く に 位 置 す る こ と が 好 ま し い 。 カ ッ
プ リ ン グ が ハ ン ド ル の 側 面 に 位 置 す る こ と に よ っ て 、 バ ル ブ が 内 視 鏡 の 軸 方 向 に 一 直 線 に
並 ん だ ア セ ン ブ リ 内 で な く 、 ハ ン ド ル 内 に 位 置 で き る 。 こ れ は 、 比 較 的 短 い カ ッ プ リ ン グ
の 使 用 を 可 能 に し 、 内 視 鏡 の 可 動 長 の 最 大 化 に 寄 与 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ハ ン ド ル が 、 平 面 又 は ほ と ん ど 平 面 の 広 幅 面 ４ ８ ， ５ ０ と 、 弓 状 狭 幅 面 ５ ２ ， ５ ４ を 有 す
る よ う に 、 ハ ン ド ル １ ６ は 細 長 く 、 図 ６ ， ７ に 示 す よ う に 、 延 長 方 向 に 対 し て 直 角 な 横 断
面 は 、 全 体 に 卵 形 で 、 対 称 形 で あ る こ と が 好 ま し い 。 フ ィ ッ テ ィ ン グ ３ ８ ， ４ ０ は 、 ハ ン
ド ル の 延 長 方 向 軸 に 対 し 横 に 直 角 に 延 び 、 ハ ン ド ル の 狭 幅 面 に 対 し て も 直 角 で あ る 。
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【 ０ ０ １ ６ 】
図 １ １ に 示 す よ う に 、 マ ニ フ ォ ル ド ５ ６ は ハ ン ド ル の 底 に 設 け ら れ る 。 マ ニ フ ォ ル ド は ２
つ の 開 口 部 を 具 え 、 １ つ が フ ィ ッ テ ィ ン グ ４ ０ の 開 口 部 ５ ８ で あ り 、 も う １ つ が フ ィ ッ テ
ィ ン グ ３ ８ の 対 応 す る 開 口 部 で あ る 。 ア ダ プ タ の 流 路 ３ ５ が 、 マ ニ フ ォ ル ド の 内 部 の 流 路
６ ０ に 連 通 す る よ う に 、 こ れ ら の 開 口 部 は 、 ア ダ プ タ ３ ４ の 突 起 部 分 （ 図 ８ ） を 受 け 、 ぴ
っ た り と 嵌 入 す る 大 き さ に な っ て い る 。 マ ニ フ ォ ル ド の 内 部 流 路 は 、 バ ル ブ ６ ２ ， ６ ４ の
潅 注 ポ ー ト 及 び 吸 入 ポ ー ト （ 図 示 せ ず 。 ） に 連 結 さ れ て い る 。 バ ル ブ ６ ２ ， ６ ４ は 、 そ れ
ぞ れ ハ ン ド ル の 上 部 の 押 し ボ タ ン ６ ６ ， ６ ８ に よ っ て 、 内 部 プ ッ シ ュ ロ ッ ド ７ ０ ， ７ ２ を
通 し て 作 動 さ れ る 。 バ ル ブ ６ ２ の フ ィ ッ テ ィ ン グ ７ ４ は 、 可 撓 性 を 有 す る 管 状 潅 注 流 体 管
７ ６ （ 図 １ ） に 連 結 可 能 で あ り 、 バ ル ブ ６ ４ の フ ィ ッ テ ィ ン グ ７ ８ は 、 可 撓 性 を 有 す る 管
状 吸 入 管 ８ ０ に 連 結 可 能 で あ る 。 吸 入 管 及 び 潅 注 管 が 、 器 具 か ら 、 患 者 の 頭 部 又 は 足 に 向
か っ て 延 び る よ り も む し ろ 、 手 術 台 か ら 横 に 離 れ て 延 び る こ と で 、 器 具 自 体 が よ り 容 易 に
移 動 し や す く な る よ う に 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ ７ ４ ， ７ ８ は 、 ハ ン ド ル の 軸 及 び シ ー ス の 軸 に
よ り 画 定 さ れ る 平 面 に 対 し て 直 角 な 方 向 に 延 び る こ と が 好 ま し い 。 吸 入 管 及 び 潅 注 管 が 手
術 台 の 両 側 に 容 易 に 配 置 さ れ る こ と が で き る よ う に 、 任 意 に 、 フ ィ ッ テ ィ ン グ ７ ４ ， ７ ８
が 位 置 す る バ ル ブ の 部 分 を 、 ハ ン ド ル の 延 長 方 向 と 平 行 の 軸 方 向 を 中 心 に 回 転 可 能 に す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ハ ン ド ル の 外 面 は 、 両 狭 幅 面 に 握 持 リ ブ ８ ２ 、 ハ ン ド ル の 上 端 近 く の 狭 幅 面 に 親 指 配 置 窪
み ８ ４ を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ハ ン ド ル の 一 部 と し て 形 成 さ れ る フ ッ ク ８ ６ は 、 ハ ン ド ル の 広 幅 面 ４ ８ の 上 端 部 か ら 延 び
る 。 図 １ ， ２ ， ３ ， ５ ～ ７ ， １ １ に 示 す よ う に 、 フ ッ ク は 、 ハ ン ド ル の 延 長 方 向 に 対 し 横
に 延 び る 第 １ 部 分 ８ ６ ａ と 、 横 に 延 び る 第 １ 部 分 か ら ハ ン ド ル と 間 隔 を 置 い て 並 ん で 延 び
る 第 ２ 部 分 か ら な る 。 こ の よ う に 、 フ ッ ク は 、 通 常 、 第 ２ 中 手 骨 よ り ち ょ う ど 上 あ た り の
外 科 医 の 手 に 載 る よ う に 設 計 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
図 ４ に 示 す よ う に 、 カ ッ プ リ ン グ １ ４ が マ ニ フ ォ ル ド ５ ６ の い ず れ の 端 に も 選 択 し て 取 付
け で き る の で 、 器 具 は 左 利 き 又 は 右 利 き の 外 科 医 が 使 用 で き る よ う に 構 成 で き る 。 液 密 キ
ャ ッ プ ４ ２ は 、 カ ッ プ リ ン グ に 連 結 さ れ て い な い マ ニ フ ォ ル ド の 端 を 閉 め る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
カ ッ プ リ ン グ が ハ ン ド ル の 軸 方 向 に 対 す る 複 数 の 不 連 続 な 角 度 の う ち 選 択 し た 一 つ の 角 度
で 係 止 で き る こ と 、 内 視 鏡 シ ー ス が 自 身 の 軸 方 向 を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る こ と に よ り 、 外
科 医 が 潅 注 ／ 吸 着 管 を 、 外 科 医 の 快 適 さ や 特 定 の 手 術 に 対 し て 最 適 な 角 度 に 調 節 で き る 。
一 般 の 鼻 の 手 術 で は 、 シ ー ス １ ２ が カ ッ プ リ ン グ に あ る と き 、 シ ー ス の 軸 方 向 の ハ ン ド ル
の 長 軸 方 向 に 対 す る 角 度 が ほ ぼ ３ ０ 度 で あ る よ う に 、 カ ッ プ リ ン グ １ ４ は 配 置 さ れ て い る
。 し か し 、 患 者 の 位 置 及 び 行 わ れ る 特 定 の 手 術 に よ っ て 、 角 度 は 変 え る こ と が で き る 。 角
度 の 調 整 が 可 能 で あ る こ と に よ っ て 、 外 科 医 に 対 す る 最 適 な 快 適 さ の た め に 、 ハ ン ド ル を
ほ と ん ど 直 立 し た 状 態 、 す な わ ち 、 ニ ュ ー ト ラ ル 位 置 に お く こ と が で き る 。 潅 注 ボ タ ン ６
６ 及 び 吸 入 ボ タ ン ６ ８ は 、 ハ ン ド ル 上 の 外 科 医 の 把 握 を 変 え る こ と な く 、 親 指 に よ っ て 、
容 易 に 作 動 さ れ る 。 フ ッ ク に よ っ て 、 器 具 を 外 科 医 の 手 に 載 せ る こ と が で き 、 疲 労 を 最 小
化 で き る 。 さ ら に 、 ハ ン ド ル は 管 に 対 し て 、 外 科 医 の 腕 及 び ／ 又 は 手 が 手 術 台 レ ー ル に 設
け ら れ る 適 切 な レ ス ト で 支 え ら れ な が ら 、 器 具 を 用 い る こ と が で き る よ う に 配 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
本 発 明 は 、 他 に 以 下 の 効 果 が あ る 。 第 １ に 、 従 来 の 方 法 に お け る 、 外 科 医 が 内 視 鏡 の 軸 方
向 に 沿 っ て 器 具 を 把 握 す る 必 要 を な く す こ と に よ っ て 、 洞 手 術 に お い て 、 使 用 さ れ る 他 の
器 具 を 置 い た り 、 操 作 し た り す る 患 者 の 鼻 孔 前 の ス ペ ー ス を 広 く と る こ と が で き る 。 第 ２
に 、 本 器 具 は 、 血 液 及 び 外 科 手 術 に お け る 残 骸 が つ か な い よ う に 保 ち 、 著 し く 視 覚 化 、 手
術 の 効 率 及 び 安 全 性 を 改 善 さ せ 、 内 視 鏡 の 遠 位 レ ン ズ の 潅 注 を 良 好 に 施 す こ と が で き る 。
第 ３ に 、 本 器 具 は 、 手 術 を 行 う 部 位 か ら 血 液 及 び 組 織 残 骸 を 除 去 す る た め の 、 手 術 を 行 う
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部 位 へ の 潅 注 を 提 供 す る 。 第 ４ に 、 本 器 具 は 、 外 科 医 が 、 足 で な く 手 で 潅 注 を 制 御 で き る
と い う 点 で 、 よ り 効 率 的 で あ る 。 第 ５ に 、 内 視 鏡 は ハ ン ド ル の い ず れ の 側 に も 取 付 け る こ
と が で き る の で 、 左 利 き の 外 科 医 で あ っ て も 右 利 き 外 科 医 で あ っ て も 、 器 具 を 同 等 に 容 易
に 使 う こ と が で き る 。 第 ６ に 、 本 器 具 は 、 垂 直 又 は 外 科 医 に と っ て 最 も 快 適 な 角 度 で ハ ン
ド ル を 握 持 で き る 一 方 で 、 内 視 鏡 を 患 者 の 鼻 孔 に 所 望 の 角 度 で 置 く こ と が で き る よ う に 、
ハ ン ド ル に 対 す る 内 視 鏡 の 角 度 を 調 整 で き る の で 、 外 科 医 の 疲 労 を 減 少 さ せ る 。 最 後 に 、
側 視 内 視 鏡 の 場 合 、 シ ー ス が 自 身 の 軸 方 向 を 中 心 に 回 転 可 能 で あ る こ と も 、 視 野 を 調 整 す
る か 又 は 変 え る た め に ハ ン ド ル を 別 の 場 所 に 移 す 必 要 が な く な る こ と で 、 疲 労 の 減 少 に 寄
与 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
様 々 な 変 更 が 、 説 明 さ れ た 器 具 に な さ れ る こ と が で き る 。 例 え ば 、 カ ッ プ リ ン グ は 、 ハ ン
ド ル の 狭 幅 面 と 狭 幅 面 の 中 間 に あ た る 、 マ ニ フ ォ ル ド の 中 央 に 、 広 幅 面 ５ ０ に 対 し て 直 角
に 配 置 で き る 。 本 器 具 は 、 も ち ろ ん 、 洞 手 術 以 外 の 手 術 に お い て 、 使 う こ と が で き 、 そ の
用 途 に 従 い 様 々 な 点 に お い て 、 変 更 で き る 。 こ の よ う に 、 上 記 の 器 具 及 び 方 法 は 、 請 求 項
に 記 載 の 本 発 明 の 範 囲 内 に お い て 、 他 に も 変 更 を な す こ と が で き る も の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 ハ ン ド ル 及 び 吸 入 ・ 潅 注 バ ル ブ ア セ ン ブ リ と 、 内 視 鏡 及 び 内 視 鏡 シ ー ス を 示 す 、
本 発 明 の 好 適 な 実 施 例 の 内 視 鏡 器 具 の 分 解 斜 視 図 。
【 図 ２ 】 ハ ン ド ル 及 び バ ル ブ ア セ ン ブ リ の 右 側 立 面 図 。
【 図 ３ 】 ハ ン ド ル 及 び バ ル ブ ア セ ン ブ リ の 左 側 立 面 図 。
【 図 ４ 】 ハ ン ド ル 及 び バ ル ブ ア セ ン ブ リ の 正 面 立 面 図 。
【 図 ５ 】 ハ ン ド ル 及 び バ ル ブ ア セ ン ブ リ の 斜 視 図 。
【 図 ６ 】 ハ ン ド ル 及 び バ ル ブ ア セ ン ブ リ の 平 面 図 。
【 図 ７ 】 ハ ン ド ル 及 び バ ル ブ ア セ ン ブ リ の 底 面 図 。
【 図 ８ 】 ハ ン ド ル 及 び バ ル ブ ア セ ン ブ リ 及 び 内 視 鏡 シ ー ス の 間 の 流 体 連 結 を 示 す 部 分 断 面
図 。
【 図 ９ 】 内 視 鏡 シ ー ス 及 び 内 視 鏡 シ ー ス レ シ ー バ を 示 す 、 一 部 を 断 面 に し た 分 解 図 。
【 図 １ ０ 】 内 視 鏡 シ ー ス の 内 部 及 び 内 視 鏡 の 端 部 の 関 係 の 詳 細 を 示 す 部 分 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 潅 注 バ ル ブ の 動 作 を 示 す 、 ハ ン ド ル の 縦 断 面 図 。
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【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(9) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(10) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(11) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(12) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(13) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(14) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(15) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(16) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(17) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(18) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(19) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(20) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(21) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(22) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(23) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(24) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(25) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(26) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(27) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(28) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(29) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(30) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(31) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(32) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(33) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(34) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(35) JP 2004-523253 A 2004.8.5



【 国 際 公 開 パ ン フ レ ッ ト （ コ レ ク ト バ ー ジ ョ ン ） 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(36) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(37) JP 2004-523253 A 2004.8.5



【 国 際 調 査 報 告 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(38) JP 2004-523253 A 2004.8.5



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

(39) JP 2004-523253 A 2004.8.5



フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(GH,GM,KE,LS,MW,MZ,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,TM),EP(AT,BE,
CH,CY,DE,DK,ES,FI,FR,GB,GR,IE,IT,LU,MC,NL,PT,SE,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,
TG),AE,AG,AL,AM,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,BR,BY,BZ,CA,CH,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DZ,EC,EE,ES,FI,GB,GD,GE,GH,
GM,HR,HU,ID,IL,IN,IS,JP,KE,KG,KP,KR,KZ,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LV,MA,MD,MG,MK,MN,MW,MX,MZ,NO,NZ,PL,PT,RO,R
U,SD,SE,SG,SI,SK,SL,TJ,TM,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VN,YU,ZA,ZW

(72)発明者  ホサイン、モサデク
            アメリカ合衆国ニュー・ジャージー州０８８４４、サマービル、ウッズ・ロード　１０１
(72)発明者  バニク、ロバート
            アメリカ合衆国ニュー・ジャージー州０７８５３、ロング・バレー、ウェスト・メイプル・アベニ
            ュー　９
(72)発明者  ユー、リー
            アメリカ合衆国ペンシルバニア州１９４５４、ノース・ウェールズ、コングレス・コート　４３０
            ５
(72)発明者  ウィルコックス、スティーブン
            アメリカ合衆国ペンシルバニア州１９１１９、フィラデルフィア、ウェスト・アレンズ・レイン　
            ３３４
Ｆターム(参考) 4C061 AA12  FF12  FF21  FF38  FF42  FF43  HH04  HH05 

(40) JP 2004-523253 A 2004.8.5



专利名称(译) 用于手术内窥镜的吸入/灌溉仪器

公开(公告)号 JP2004523253A 公开(公告)日 2004-08-05

申请号 JP2002528098 申请日 2001-09-21

[标]申请(专利权)人(译) 皮灵伟克股份有限公司

申请(专利权)人(译) 皮林-Wekku公司

[标]发明人 スタールグレンエイチ
ホサインモサデク
バニクロバート
ユーリー
ウィルコックススティーブン

发明人 スタール、グレン·エイチ
ホサイン、モサデク
バニク、ロバート
ユー、リー
ウィルコックス、スティーブン

IPC分类号 A61B1/00 A61B1/015 A61B1/12 A61B1/233 A61B17/24 A61B17/32 A61M1/00

CPC分类号 A61B1/00147 A61B1/015 A61B1/12 A61B1/233 A61B17/24 A61B17/32002 A61M1/0064

FI分类号 A61B1/00.300.B A61B1/12

F-TERM分类号 4C061/AA12 4C061/FF12 4C061/FF21 4C061/FF38 4C061/FF42 4C061/FF43 4C061/HH04 4C061
/HH05

代理人(译) 木下洋平
桑原英明

优先权 60/234897 2000-09-22 US
09/955918 2001-09-19 US

外部链接 Espacenet

摘要(译)

符合人体工程学的优越的手术内窥镜吸入/冲洗装置包括拇指操作的冲洗
阀和吸入阀（62,64）以及当外科医生手柄的手柄松动时外科医生的手具
有内窥镜护套（12），其以可调节的角度，优选地大约30°连接到具有手
柄支撑钩（86）的垂直延伸的手柄（16）。该仪器特别适用于鼻窦手
术。

https://share-analytics.zhihuiya.com/view/db962bb1-0573-4b7b-8a27-9c8f41c5c5e1
https://worldwide.espacenet.com/patent/search/family/026928378/publication/JP2004523253A?q=JP2004523253A

